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1

「非原産材料を使用して生産される産品」の場合、品目別
規則等に、主に3種類の基準が定められています。

2

ここでは、関税番号変更基準について説明します。「関税
番号変更基準」とは、非原産材料のHSコードと産品のHS
コードの間で、番号の変更をともなう生産、加工が行われ
た場合、その産品を原産品とする基準です。

3

関税番号変更基準には、2桁レベルでの変更、4桁レベル
での変更、6桁レベルでの変更があります。

4

例えば、日本で生産したＨＳ８４７１．３０のパソコンを
日マレーシア協定における原産品として、マレーシアに輸
出する場合、

5

まずは、日マレーシア協定の品目別規則で、関税番号変更
基準が定められているかをご確認ください。
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6

日マレーシア協定の品目別規則では、ＨＳ８４７１．３０
の産品は、関税番号変更基準が定められており、号変更す
なわち、６桁レベルでの変更が求められています。

7

次に、輸出産品であるパソコンと、パソコンを生産するた
めに使用した各材料のHSコードを調べます。各材料とパ
ソコンのＨＳコードを確認し、生産、加工などの結果、6
桁レベルで変更が生じていれば、関税番号変更基準を満た
すことになります。

8

この場合、材料が全て非原産材料であっても、日本で生産
されたパソコンは、協定上の原産品となります。

9

同じパソコンでも、日タイ協定では、ＨＳ８４７１．３０
のパソコンは、項変更すなわち４桁レベルでの変更が求め
られています。協定によって条件が異なりますので、ご注
意ください。
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